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青
森
に
お
け
る
陸
軍
軍
人
の
外
患
陰
謀
事
件

九
八

三
四
八
）

青
森
に
お
け
る
陸
軍
軍
人
の
外
患
陰
謀
事
件

続
続
・
明
治
法
制
史
料
雑
纂
（
二
）

手

塚

豊

　
い
わ
ゆ
る
自
由
党
大
阪
事
件
が
発
覚
（
明
治
十
八
年
十
一
月
）
し
て
か
ら
、

同
事
件
の
被
告
大
井
憲
太
郎
等
の
志
を
つ
が
ん
と
し
た
青
森
在
勤
の
陸
軍
下
士

官
秋
山
銀
次
郎
、
石
川
庸
次
郎
の
二
名
が
、
同
志
募
集
の
計
画
に
着
手
し
た
こ

と
が
暴
露
し
、
軍
法
会
議
で
処
断
さ
れ
た
事
件
が
あ
る
。
こ
こ
で
、
こ
れ
を
青

森
事
件
と
呼
称
し
た
い
．

　
青
森
事
件
の
関
係
者
が
、
自
由
党
と
ど
ん
な
つ
な
が
り
が
あ
つ
た
か
明
ら
か

　
　
（
1
）

で
な
い
が
、
事
件
そ
の
も
の
は
、
当
時
頻
発
し
た
自
由
党
関
係
諸
暴
動
事
件
の

一
つ
の
余
波
で
あ
つ
た
と
み
て
い
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
自
由
党
史
」
を

は
じ
め
こ
れ
ま
で
の
自
由
民
権
運
動
史
の
諸
文
献
に
お
い
て
は
、
青
森
事
件
は

全
く
見
落
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
、
私
は
、
こ
れ
ま
で
に
知
り
え

た
資
料
i
そ
れ
は
甚
だ
貧
弱
で
は
あ
る
が
ー
に
も
と
づ
き
、
青
森
事
件
の

概
況
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
明
治
二
十
年
十
二
月
五
日
・
中
越
新
聞
は
、
こ
の
事
件
に
関
し
て
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

　
青
森
営
所
在
勤
の
下
士
官
秋
山
銀
次
郎
、
石
川
庸
次
郎
の
両
氏
は
、
嚢
に

大
井
憲
太
郎
、
小
林
樟
雄
等
諸
氏
の
国
事
犯
を
企
て
、
事
成
ら
ず
し
て
空
し

く
獄
中
の
人
と
な
り
し
を
遺
憾
の
こ
と
に
思
ひ
、
密
に
其
志
業
を
継
が
ん
も

の
と
苦
心
せ
し
も
、
身
は
厳
粛
な
る
軍
規
の
下
に
在
り
て
、
自
由
に
談
話
す

る
事
の
な
ら
ざ
れ
ば
、
始
終
、
杭
々
と
し
て
あ
り
し
が
、
遂
に
耐
忍
し
兼
ね

て
、
或
る
日
、
激
文
数
十
通
を
写
し
て
同
志
募
集
の
計
画
を
為
せ
し
に
、
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

早
く
も
発
覚
し
て
直
に
捕
縛
せ
ら
れ
、
陸
軍
軍
法
会
議
乃
審
問
に
附
せ
ら

れ
、
去
る
九
月
初
旬
、
大
阪
事
件
の
未
だ
落
着
せ
ざ
る
に
先
ち
、
秋
山
氏
は

　
（
ま
ま
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

軽
禁
鋼
七
年
に
、
石
川
氏
は
同
六
年
に
処
分
せ
ら
れ
、
此
程
青
森
監
獄
所
よ

り
宮
城
集
治
監
へ
護
送
さ
れ
た
り
と
云
へ
り
。
聞
ノ
、
、
秋
山
氏
は
千
葉
県
に

し
て
常
に
着
実
な
る
議
論
を
な
し
、
同
地
方
の
人
心
を
開
発
す
る
こ
と
に
尽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

力
せ
し
が
、
余
儀
な
き
事
情
に
迫
ま
ら
れ
教
導
団
に
入
り
、
遂
に
今
回
の
こ

と
に
及
び
し
な
り
と
。
又
、
此
の
事
件
は
九
月
初
旬
に
落
着
せ
し
こ
と
な
れ



　
ど
、
軍
法
会
議
に
附
せ
ら
れ
し
を
以
て
、
世
人
の
知
る
処
と
な
ら
ざ
り
し
な

り
と
云
ふ
（
灘
尊

　
こ
の
事
件
を
報
道
し
た
他
の
新
聞
は
、
私
の
知
る
限
り
に
お
い
て
、
同
年
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

一
月
二
十
九
日
・
朝
野
新
聞
、
同
年
十
二
月
二
日
・
大
阪
日
報
が
あ
り
、
記
事

の
内
容
は
、
い
ず
れ
も
ほ
と
ん
ど
ち
が
わ
な
い
。

　
ま
た
、
両
名
を
収
容
し
た
宮
城
集
治
監
の
文
書
を
ひ
き
つ
い
だ
現
在
の
宮
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

刑
務
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
「
名
籍
早
見
簿
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
録
が
の

こ
つ
て
い
る
。

明
治
廿
年
九
月
二
日
刑

同
年
九
月
十
八
日
徴
集

軽
禁
獄
七
年

千
葉
県
上
総
国
市
原
郡
鶴
舞
村
百
廿
六
番

地
士
族
鹿
太
郎
二
男
　
　
　
秋
山
銀
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
＋
、
一
韓
崩
（
8
）

廿
二
年
二
月
十
九
日
大
赦
二
ロ
リ
赦
免
セ
ラ
ル

明
治
廿
年
九
月
二
日
刑
　
　
千
葉
県
上
総
国
長
柄
郡
上
太
田
村
十
九
番

　
同
年
九
月
十
八
日
徴
集
　
　
地
平
民

　
軽
禁
獄
六
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
廿
二
年
二
月
十
九
日
大
赦
ニ
ヨ
リ
赦
免
セ
ラ
ル

　
こ
の
文
書
に
み
え
て
い
る
「
九
月
二
日
刑
」
は
、

し
、
「
九
月
十
八
日
徴
集
」
は
、

う
。
ま
た
、
こ
の
文
書
に
よ
つ
て
、

禁
獄
」
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

　
し
か
し
、
な
ん
と
し
て
も
、

件
関
係
の
資
料
を
見
出
し
え
な
い
の
で
、

　
　
　
青
森
に
お
け
る
陸
年
軍
人
の
外
患
陰
謀
事
件

石
川
庸
次
郎

　
二
十
年
九
月

二
十
二
年
三
月

軍
法
会
議
の
判
決
日
を
指

集
治
監
に
収
容
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ

　
前
掲
新
聞
記
事
の
　
「
軽
禁
鋼
」
は
、
「
軽

前
掲
新
聞
報
道
と
名
籍
早
見
簿
以
外
に
は
、
事

　
　
　
　
陰
謀
の
動
機
、
時
期
、
具
体
的
方
法

さ
ら
に
軍
法
会
議
の
状
況
、
適
用
法
律
な
ど
、
く
わ
し
い
こ
と
が
全
く
わ
か
ら

な
い
の
は
甚
だ
残
念
で
あ
る
が
、
次
に
、
前
掲
二
資
料
を
手
が
か
り
に
し
て
、

多
少
と
も
事
件
の
内
容
を
掘
り
さ
げ
て
み
た
い
。

　
前
掲
新
聞
記
事
に
は
「
激
文
数
十
通
を
写
し
て
同
志
募
集
の
計
画
を
為
せ
し

云
々
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
激
文
」
と
い
う
の
は
、
大
阪
事
件
の
際
、
山
本
憲

が
起
草
し
た
「
告
朝
鮮
自
主
激
」
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
激
文
が
世

間
一
般
に
知
ら
れ
た
の
は
、
大
阪
事
件
を
審
理
す
る
大
阪
重
罪
裁
判
所
の
公
判

が
開
始
さ
れ
た
明
治
二
十
年
五
月
二
十
五
日
以
後
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
例
え
ぽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

大
阪
朝
日
新
聞
は
、
同
月
二
十
六
日
の
紙
上
に
、
そ
の
全
文
を
掲
載
し
た
の
で

あ
る
。
と
す
る
と
、
青
森
事
件
の
着
手
は
、
そ
れ
以
後
で
あ
つ
た
と
み
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
陸
軍
部
内
で
同
志
を
つ
の
り
、
渡
韓
し
て
金
玉
均
、
朴
泳
孝
ら

の
独
立
党
を
援
助
し
、
日
清
韓
三
国
の
紛
争
に
乗
じ
て
、
わ
が
内
政
の
改
革
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

達
成
で
き
る
と
確
信
し
て
、
陰
謀
に
着
手
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
こ
れ
ら
の
行
為
が
、
陸
軍
刑
法
（
糊
酷
を
梱
鉾
童
鞘
焔
凱
旦
）
の
何
罪
に

ふ
れ
た
か
が
問
題
で
あ
る
。
陸
軍
刑
法
は
普
通
刑
法
（
明
治
十
五
年
刑
法
）
と

は
異
な
り
、
内
乱
、
外
患
を
区
別
せ
ず
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
「
反
乱
罪
」
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

た
。
反
乱
と
は
「
内
乱
、
外
患
ヲ
論
セ
ス
彼
我
相
分
レ
所
謂
敵
ナ
ル
者
生
ス
ル
」

事
実
を
い
つ
た
。
し
た
が
つ
て
、
渡
韓
し
て
独
立
党
を
援
助
す
る
計
画
は
、
次

の
反
乱
罪
の
規
定
に
ふ
れ
る
。

　
第
五
十
条
　
軍
人
党
ヲ
結
ヒ
檀
二
兵
器
ヲ
執
リ
反
乱
ヲ
為
ス
者
首
魁
教
唆
者

　
及
ヒ
群
衆
ノ
指
揮
ヲ
為
シ
若
ク
ハ
枢
要
ノ
職
務
二
従
事
ス
ル
者
ハ
死
刑
二
処

　
ス
（
以
下
略
）

　
こ
の
「
死
刑
」
が
ど
ん
な
法
律
上
の
操
作
を
経
て
「
軽
禁
獄
」
に
ま
で
減
刑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
　
　
　
（
二
四
九
）



　
　
　
青
森
に
お
け
る
陸
軍
軍
人
の
外
患
陰
謀
事
件

さ
れ
た
か
を
推
測
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
ま
ず
青
森
事
件
の
場
合
、
「
其
陰
謀
ヲ
為
シ
未
タ
予
備
二
至
ラ
サ
ル
者
」
と

し
て
「
二
等
ヲ
減
」
せ
ら
れ
る
（
鞭
輝
調
継
）
。
さ
ら
に
普
通
刑
法
の
酌
量
減
軽
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

規
定
（
棚
飴
針
雛
牌
㎝
雑
第
）
は
、
陸
軍
刑
法
に
も
適
用
さ
れ
た
か
ら
（
鞭
暉
酬
雑
）
そ
れ

に
よ
り
「
二
等
ヲ
減
」
ぜ
ら
れ
る
。
死
刑
か
ら
合
せ
て
四
等
減
に
な
る
わ
け
で

あ
る
。
陸
軍
刑
法
第
三
八
条
は
、
反
乱
罪
の
加
減
に
つ
い
て
「
死
刑
、
無
期
流

刑
、
有
期
流
刑
、
重
禁
獄
、
軽
禁
獄
」
の
順
序
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り

死
刑
か
ら
の
四
等
減
は
、
軽
禁
獄
に
該
当
す
る
。
「
禁
獄
ハ
獄
二
入
レ
定
役
二

服
セ
ス
」
「
軽
禁
獄
ハ
六
年
以
上
八
年
以
下
」
（
鞭
琿
酬
雑
）
で
あ
つ
た
．
秋
山
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
妬
）

軽
禁
獄
七
年
、
石
川
の
同
六
年
と
い
う
量
刑
は
、
以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
法
律

上
の
操
作
に
も
と
づ
き
、
軍
法
会
議
で
宣
告
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
明
治
二
十
年
四
月
以
降
は
、
軍
法
会
議
で
処
刑
さ
れ
た
者
の
内
、
軽

重
懲
役
お
よ
び
剥
官
を
附
加
し
た
禁
鋼
に
処
せ
ら
れ
た
者
は
、
当
該
軍
法
会
議

の
所
在
す
る
地
方
監
獄
に
収
容
さ
れ
（
費
用
は
地
方
税
負
担
）
、
ま
た
徒
刑
流
刑

禁
獄
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
は
、
仮
留
監
に
押
送
さ
れ
る
（
費
用
は
国
庫
負
担
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）

措
置
が
採
ら
れ
て
い
た
（
醐
瀦
都
誹
雑
鑑
瑚
計
肌
日
Y
仮
留
監
は
、
集
治
監
に
収
容

す
る
者
を
、
一
時
、
拘
禁
す
る
監
獄
で
あ
つ
た
。
当
時
、
宮
城
に
は
集
治
監
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
π
）

仮
留
監
と
が
併
置
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
前
掲
新
聞
記
事
に
は
「
青
森
監
獄

所
よ
り
宮
城
集
治
監
へ
護
送
云
々
」
と
あ
り
、
ま
た
、
前
掲
早
見
簿
に
は
「
九

月
十
八
日
徴
集
」
と
あ
る
か
ら
、
秋
山
、
石
川
両
名
は
、
仮
留
監
を
経
な
い

で
、
直
接
に
集
治
監
へ
収
容
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
前
掲
新
聞
記
事
に
は
「
青
森
営
所
在
勤
の
下
士
官
」
と
あ
る
の
み
で
、
両
名

の
所
属
部
隊
あ
る
い
綾
関
名
緕
ら
か
差
い
・
当
鷺
鎮
台
毒
（
蜷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
　
　
　
（
二
五
〇
）

静
郵
朋
餅
蹴
欄
罐
軍
）
に
よ
る
と
、
営
所
は
旅
団
の
置
か
れ
た
地
に
設
け
ら
れ
、
営

所
司
令
官
は
「
其
地
所
在
ノ
旅
団
長
」
が
兼
ね
、
「
鎮
台
司
令
官
二
隷
シ
其
師
管
内

ノ
事
務
ヲ
区
処
」
し
た
（
胴
鮪
．
第
）
。
そ
し
て
直
属
機
関
と
し
て
「
会
計
部
、
病
院
、

後
備
軍
司
令
部
、
衛
戌
軍
法
会
議
、
監
獄
署
」
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
19
）

ヲ
分
掌
」
し
た
（
關
紬
．
第
）
。
す
な
わ
ち
、
営
所
は
衛
成
機
関
で
あ
つ
て
、
旅
団
、

聯
隊
等
の
部
隊
と
は
別
系
統
の
も
の
で
あ
る
。
前
掲
新
聞
記
事
の
　
「
営
所
」

が
、
そ
う
し
た
軍
政
上
の
正
確
な
意
味
に
使
わ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
単
に
駐

屯
陸
軍
部
隊
、
陸
軍
機
関
の
総
称
ー
青
森
駐
屯
陸
軍
と
い
う
意
味
ー
に
使

わ
れ
た
の
か
．
そ
の
点
は
明
ら
か
で
な
い
．
前
者
で
あ
れ
ぽ
、
秋
山
、
石
川
両

名
は
、
青
森
営
所
司
令
部
ま
た
は
そ
の
直
属
機
関
に
勤
務
し
た
下
士
官
で
あ

り
、
後
者
で
あ
れ
ぽ
、
在
青
森
歩
丘
ハ
第
四
旅
団
司
令
部
ま
た
は
歩
兵
第
五
聯
隊

勤
務
の
下
士
官
で
あ
つ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
石
川
庸
次
郎
は
、
慶
応
元
年
六
月
八
日
、
石
川
保
遊
の
長
男
と
し
て
生
れ

た
。
石
川
家
は
幕
府
の
旗
本
で
あ
り
、
古
く
か
ら
上
総
国
長
柄
郡
上
太
田
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
21
）

に
、
三
五
〇
石
の
知
行
所
を
も
つ
て
い
た
。
明
治
維
新
後
、
父
の
石
川
保
遊
が

自
己
の
知
行
所
に
江
戸
か
ら
転
居
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
こ
の
よ
う
な

同
地
方
名
門
の
子
弟
で
あ
る
。
明
治
十
六
年
二
月
十
五
日
、
家
督
を
相
続
し
た
。

彼
の
陸
軍
入
隊
は
そ
の
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
入
隊
前
そ
し
て
ま
た

大
赦
放
免
後
の
く
わ
し
い
動
静
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
わ
か
ら
な
い
．

　
明
治
三
十
二
年
七
月
九
日
、
千
葉
県
印
旛
郡
本
郷
埜
原
村
で
逝
去
、
享
年
三

十
五
歳
、
そ
し
て
同
年
十
二
月
十
二
日
、
同
家
は
絶
家
と
な
つ
て
い
る
。
妻
子

は
い
な
か
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
墓
碑
は
、
現
在
、
長
生
郡
本
納
町
上
太
田
の
法

雲
寺
に
残
つ
て
い
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
隠
）

　
秋
山
銀
次
郎
は
、
慶
応
元
年
十
月
二
十
九
日
、
上
総
国
市
原
郡
鶴
舞
村
に
生

れ
た
。
父
の
秋
山
鹿
太
郎
は
、
明
治
五
年
二
月
調
・
鶴
舞
藩
「
士
族
卒
順
席
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

名
記
」
に
、
七
二
〇
名
中
二
二
〇
人
目
に
、
そ
の
名
を
列
ね
て
い
る
か
ら
、
彼

は
藩
の
中
級
武
士
の
子
弟
で
あ
つ
た
と
い
え
よ
う
。

　
彼
は
、
入
隊
前
、
す
で
に
自
由
民
権
思
想
に
心
酔
し
、
明
治
十
五
年
の
福
島

事
件
に
際
し
て
は
、
河
野
広
中
の
も
と
に
は
せ
参
じ
て
い
た
と
も
云
わ
れ
て
い

（
盟
）
る
。
こ
れ
が
た
め
、
河
野
と
は
そ
の
後
な
が
く
交
際
が
つ
づ
い
た
。
宮
城
集
治

監
に
服
役
中
は
、
専
ら
宗
教
、
哲
学
の
書
物
に
親
ん
だ
。
少
年
時
代
、
同
村
の

武
内
鶴
城
か
ら
わ
ず
か
二
年
間
漢
学
を
学
ん
だ
に
す
ぎ
な
か
つ
た
彼
の
学
識

は
、
禁
獄
中
の
勉
学
に
よ
つ
て
、
著
し
く
進
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
大
赦
に
よ
つ
て
放
免
後
、
彼
は
郷
里
へ
は
帰
ら
ず
、
九
州
国
憲
党
々
首
佐
々

友
房
の
招
き
を
う
け
て
熊
本
へ
赴
き
、
政
治
運
動
に
入
つ
た
。
彼
が
熊
本
市
薬

園
町
六
十
六
番
地
へ
分
家
転
籍
し
た
の
は
、
明
治
二
十
四
年
四
月
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
後
、
佐
々
の
主
宰
す
る
九
州
日
日
新
聞
の
編
集
、
執
筆
に
携
り
、
熊

本
言
論
界
で
活
躍
し
た
。
後
ち
の
内
務
大
臣
安
達
謙
蔵
は
、
佐
々
傘
下
と
し
て

は
、
彼
の
後
輩
に
当
る
。

　
し
か
し
、
政
界
の
裏
面
を
潔
し
と
し
な
か
つ
た
彼
は
、
そ
れ
と
絶
縁
し
て
教

育
者
を
志
し
、
二
十
七
年
四
月
か
ら
佐
々
が
創
立
し
た
熊
本
済
々
醤
で
漢
文
の

　
　
　
　
（
ゐ
）

教
鞭
を
執
つ
た
。
三
十
三
年
三
月
、
同
校
が
二
つ
に
別
れ
た
際
、
彼
は
第
二
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

々
畏
に
入
り
、
三
十
六
年
二
月
ま
で
在
職
し
た
。
同
年
五
月
、
鹿
児
島
県
立
加

治
木
中
学
へ
就
職
、
大
正
三
年
四
月
ま
で
在
職
、
担
任
学
科
は
、
国
語
、
漢
文

　
　
（
2
7
）

で
あ
つ
た
。

　
大
正
六
年
一
月
二
十
三
日
、
鹿
児
島
県
姶
良
郡
加
治
木
町
本
田
で
逝
去
、
享

　
　
　
青
森
に
お
け
る
陸
軍
軍
人
の
外
患
陰
謀
事
件

年
五
十
三
歳
。
「
遺
詞
」
を
刻
ん
だ
墓
碑
は
、
熊
本
市
花
園
町
本
妙
寺
山
内
延

寿
院
に
あ
る
。
ま
た
、
未
公
刊
の
遺
薯
に
「
哲
学
思
想
開
発
論
」
（
蕨
胎
鉱
計
娼
酔

り
）
、
「
大
塊
偉
観
」
（
朋
膿
肥
対
航
吟
二
Y
「
人
道
論
」
（
期
榊
嶽
年
）
な
ど
が
あ
る
。

　
太
平
洋
戦
争
に
際
し
、
南
洋
方
面
で
戦
死
さ
れ
た
海
軍
中
将
秋
山
輝
男
氏

は
、
彼
の
嗣
子
で
あ
る
．

　
（
1
）
　
明
治
十
七
年
五
月
「
自
由
党
員
名
簿
」
千
葉
県
の
部
に
も
、
秋
山
、
石
川

　
　
両
名
の
名
前
は
で
て
い
な
い
（
「
明
治
史
料
」
第
一
集
・
土
五
頁
以
下
参
照
）
．

　
（
2
）
　
中
越
新
聞
は
明
治
十
七
年
に
発
刊
、
民
権
思
想
の
発
表
機
関
で
あ
つ
た
（
杣

　
　
田
為
重
、
木
村
時
次
郎
「
富
山
県
新
聞
史
」
㌔
地
方
別
日
本
新
聞
史
」
二
八
一
頁
）
．

　
（
3
）
　
青
森
営
所
軍
法
会
議
で
あ
る
（
明
治
十
六
年
八
月
十
五
日
・
陸
軍
省
告
示

　
　
第
三
号
．
法
規
分
類
大
全
・
兵
制
門
・
陸
海
軍
官
制
・
陸
軍
（
四
）
・
九
四
三

　
　
頁
）
．

　
（
4
）
　
青
森
陸
軍
監
獄
署
で
あ
る
（
明
治
十
六
年
十
月
二
十
四
日
・
陸
軍
省
達
乙

　
　
第
一
コ
号
。
前
掲
分
類
大
全
・
九
七
二
頁
）
。

　
（
5
）
　
陸
軍
教
導
団
は
、
下
士
官
養
成
の
教
育
機
関
で
あ
つ
て
、
明
治
十
八
年
以

　
　
降
は
、
東
京
日
比
谷
か
ら
市
川
国
府
台
に
移
転
し
て
い
た
（
松
下
芳
夫
「
明
治

　
　
軍
制
史
論
」
下
巻
・
一
二
頁
）
．

　
（
6
）
　
大
阪
日
報
は
明
治
九
年
創
刊
、
同
十
三
年
に
古
沢
滋
の
社
長
就
任
後
は
、
完

　
　
全
な
自
由
民
権
派
の
新
聞
で
あ
つ
た
（
小
野
秀
雄
「
大
阪
府
新
聞
史
」
・
前
掲
日

　
　
本
新
聞
史
・
二
九
二
頁
）
。
そ
の
他
の
地
方
新
聞
で
も
、
青
森
事
件
を
報
じ
た

　
　
も
の
は
、
す
く
な
か
ら
ず
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
．
と
く
に
、
当
時
の
青
森
で
発
行

　
　
さ
れ
て
い
た
陸
奥
新
報
は
、
軍
法
会
議
か
ら
直
接
に
取
材
し
て
記
事
を
掲
げ
た

　
　
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ま
そ
れ
を
閲
覧
で
き
な
い
こ
と
は
寒
に
残
念
で
あ
る
。

　
（
7
）
　
宮
城
刑
務
所
長
江
村
儀
一
郎
氏
の
御
厚
意
に
よ
り
入
手
し
た
も
の
で
あ

　
　
る
。
こ
こ
に
記
し
て
厚
く
御
礼
申
上
げ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
　
　
　
（
二
五
一
）



青
森
に
お
け
る
陸
軍
軍
人
の
外
患
陰
謀
事
件

（
8
）
　
明
治
「
二
十
年
九
月
」
現
在
で
「
二
十
一
年
十
一
月
」
と
い
5
意
味
で
あ

　
る
．
後
掲
石
川
の
場
合
も
同
様
に
理
解
す
べ
ぎ
で
あ
る
．

（
9
）
　
明
治
憲
法
発
布
の
大
赦
で
、
明
治
二
十
二
年
二
月
十
一
日
勅
令
第
二
一
号

　
に
よ
る
．
同
令
第
】
条
六
号
に
は
　
「
陸
軍
刑
法
第
五
十
条
」
「
第
六
十
二
条
」

　
の
罪
が
．
大
赦
の
対
象
に
な
つ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
大
赦
は
「
赦
免
ヲ
得
ヘ

　
キ
罪
二
付
…
…
其
執
行
中
二
係
ル
者
二
対
シ
テ
ハ
原
裁
判
所
ノ
検
察
官
ヨ
リ
速

　
昌
赦
免
ヲ
得
タ
ル
旨
ヲ
通
知
シ
在
監
中
ノ
者
ハ
之
ヲ
放
免
ス
ヘ
シ
」
（
明
治
二
十

　
二
年
二
月
十
一
日
・
司
法
省
訓
令
第
三
号
第
二
条
）
と
さ
れ
、
大
体
に
お
い
て

　
二
月
十
四
、
五
日
頃
ま
で
に
放
免
が
終
了
し
て
い
る
．
秋
山
、
石
川
の
放
免
が

そ
れ
よ
り
や
や
お
く
れ
た
の
は
、
原
審
が
軍
法
会
議
で
あ
つ
た
た
め
、
放
免
手

　
続
が
手
間
取
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
1
0
）
　
「
自
由
党
史
」
（
岩
波
文
庫
版
）
下
巻
・
一
三
四
頁
ー
二
二
五
頁
。

（
1
1
）
　
大
阪
事
件
同
志
の
企
図
を
う
け
つ
い
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
陰
謀
の
構

想
は
大
阪
事
件
の
場
合
と
同
じ
で
あ
つ
た
と
み
て
い
い
（
前
掲
自
由
党
史
・
一

　
三
三
頁
参
照
）
。

（
12
）
　
井
上
義
行
「
陸
軍
刑
法
釈
義
」
（
明
治
十
五
年
）
巻
之
三
・
一
枚
裏
。

（
1
3
）
　
旧
刑
法
第
八
九
条
「
重
罪
…
…
所
犯
情
状
原
諒
ス
可
キ
者
ハ
酌
量
シ
テ
本

刑
ヲ
減
軽
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
「
法
律
二
於
テ
本
刑
ヲ
加
重
シ
又
ハ
減
軽
ス
可
キ

　
者
ト
錐
モ
其
酌
量
ス
可
キ
時
ハ
傍
ホ
之
ヲ
減
軽
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」

　
　
同
第
九
〇
条
「
酌
量
減
軽
ス
可
キ
者
ハ
本
刑
二
一
等
又
ハ
ニ
等
ヲ
減
ス
」
。

（
1
4
）
　
陸
軍
刑
法
第
四
四
条
「
普
通
刑
法
…
…
第
八
十
九
条
第
九
十
条
…
…
ハ
此

　
刑
法
二
於
テ
之
ヲ
適
用
ス
（
以
下
略
）
」
。

（
1
5
）
　
秋
山
、
石
川
両
名
の
兵
種
階
級
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
そ
の
年
令
か
ら
み

　
て
下
士
官
最
下
級
の
二
等
軍
曹
で
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
将
校
が
反
乱
罪
を
犯

　
せ
ば
、
宣
告
に
よ
つ
て
「
剥
官
」
の
刑
が
附
加
さ
れ
た
（
陸
軍
刑
法
第
三
〇
条
、

　
第
六
五
条
、
第
六
六
条
参
照
）
．
下
士
官
の
場
合
は
「
将
校
二
在
テ
剥
官
ヲ
附
加

一
〇
二

（
二
五
二
）

　
ス
ル
刑
二
該
ル
時
ハ
別
二
宣
告
ラ
用
ヒ
ス
其
官
職
ヲ
失
フ
」
（
同
前
第
三
〇
条
二

項
）
も
の
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
両
名
は
そ
の
官
を
剥
奪
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
1
6
）
　
前
掲
分
類
大
全
・
治
罪
門
・
監
獄
・
二
八
七
頁
。

（
1
7
）
　
集
治
監
は
徒
刑
、
流
刑
、
禁
獄
の
者
を
収
容
し
、
内
務
大
臣
の
管
轄
で
あ

　
つ
た
（
明
治
十
四
年
九
月
二
十
日
・
太
政
官
達
第
八
一
号
監
獄
則
第
三
条
）
。

　仮留監は、

本
来
は
集
治
監
に
収
容
す
べ
き
者
が
、
各
地
方
監
獄
に
あ
ふ
れ
た

実
状
に
鑑
み
、
兵
庫
、
東
京
、
宮
城
、
三
池
に
設
け
ら
れ
た
施
設
で
あ
つ
た

　
（
明
治
十
七
年
七
月
八
日
・
内
務
省
達
乙
第
三
〇
号
。
前
掲
分
類
大
全
・
治
罪

　
門
・
監
獄
・
二
八
四
頁
以
下
）
。

（
1
8
）
　
前
掲
分
類
大
全
・
兵
制
門
・
陸
海
軍
官
制
・
陸
軍
（
三
）
・
四
〇
〇
頁
。

（
1
9
）
　
松
下
・
前
掲
軍
制
史
論
・
四
二
頁
。

（
2
0
）
　
石
川
の
戸
籍
上
の
動
静
は
、
本
納
町
（
上
太
田
村
は
、
現
在
、
同
町
に
編

　
入
さ
れ
て
い
る
）
役
場
保
管
の
戸
籍
簿
に
よ
る
。

（
2
1
）
　
「
本
納
町
史
」
（
昭
和
十
年
）
・
九
〇
頁
、
一
二
七
頁
。

（
2
2
）
　
秋
山
の
戸
籍
上
の
動
静
は
、
南
総
町
（
鶴
舞
村
は
、
現
在
、
同
町
に
編
入

　
さ
れ
て
い
る
）
役
場
鶴
舞
支
所
並
に
熊
本
市
役
所
保
管
の
戸
籍
簿
に
よ
る
。

（
2
3
）
　
小
幡
重
康
編
「
鶴
舞
藩
の
沿
革
」
（
前
編
）
・
南
総
郷
土
文
化
研
究
会
双
書

　
第
五
巻
（
昭
和
四
十
一
年
）
・
五
九
頁
。

（
24
）
　
秋
山
の
経
歴
は
、
註
記
し
た
も
の
を
除
き
、
秋
山
の
二
男
本
田
功
氏
、
三

　
男
秋
山
邦
雄
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。
そ
の
御
援
助
に
厚
く
御
礼
申
上
げ
た
い
。

（
2
5
）
　
済
々
疑
高
校
保
管
文
書
に
よ
る
。

（
26
）
　
熊
本
高
校
保
管
文
書
に
よ
る
。

（
2
7
）
　
加
治
木
高
校
保
管
文
書
に
よ
る
。

　
後
記
　
本
稿
起
草
に
際
し
、
本
納
町
戸
籍
係
関
屋
誠
氏
、
同
町
居
住
山
倉
由
三

　
　
氏
（
元
県
会
議
員
）
、
さ
ら
に
岩
尾
常
善
氏
（
加
治
木
高
校
長
）
等
の
御
援

　
　
助
を
う
け
た
．
厚
く
御
礼
申
上
げ
た
い
。
な
お
、
本
稿
は
、
昭
和
四
十
一
年

　
　
度
慶
鷹
義
塾
学
事
振
興
資
金
の
援
助
を
う
け
た
研
究
の
一
部
で
あ
る
。


